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研究背景： 
 保健統計は医療の国際比較を行う上で不可欠であり、その基礎となるのが I C D 
（International Classification of Disease : 国際疾病分類）である。世界保健機関 
（World Health Organization : WHO）は、1990 年から使用している ICD を改訂し、 
2017 年に ICD-11 への切り替えを行う計画である。ICD-11 への改訂は、これまで 
の改訂とは大幅に異なり疾病分類のみならず、オントロジーによる多軸構造、知識構 
造なども盛り込まれ、多角分類、分類間関連性検索が可能となる。また、 ICD-11 で 
は、補完代替医療（Complementary and Alternative Medicine : CAM）に対する世 
界的な注目を背景に、伝統医学分類の導入が予定されている。 
CA M を含む伝統医学はアジア、アフリカ、中南米等を中心に医療行為として普及 








マットを持つことである。この必要性に答える合理的な選択である E x t e n s i b l e  
Markup Language （XML）は、複雑なデータ構造や非定型データを扱うことに優 
れている。また、テキスト形式でデータを記述するため、operating system（OS） 









基本概念と関係性よりα版を素描し、ICD-11 Contents Model、伝統医学国際分類情 
報モデルなどとマッピング比較検討し、日本における東アジア伝統医学β版情報モデ 
ルの構築を行い XML Schema として記述した。 
結果： 
 本研究において IC D - 11 における情報単位（疾患カテゴリ）を表すエンティティ 
ICD-11 enti ty と伝統医学情報を記述するためのエンティティ TMML、両者の相互 
接続を行うためのエンティティ transcr ipt ion  module から構成される Japanese  
Traditional Medicine Sub Information Model for ICD-11（JTMI）を立案作成した。 
Transcription module により、ICD-11 における疾患カテゴリの特性情報の記述と 
TMML による伝統医学情報の記述を連携させる構造となっている。 
考察： 
 本モデルの転写モジュールは、 ICD-11 における疾患カテゴリの特性情報の記述と 
T MML による伝統医学情報の記述の連携を可能にし、東洋医学的病態分類と西洋医 
学的病態分類との関連性の科学的エビデンスの発展に寄与する可能性がある。 
結論： 
 本研究により保健統計に資する伝統医学に関する情報収集、統計分析の可能性が広 
がると思われる。 
 


